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井伏鱒二著作年表稿（昭和13年）
1歯音日ヨ＿貞昭
ノこし例
1．本年表稿は、昭和13年に発表された井伏鱒二の著作（座談会など含め、井伏鱒二の署名で
発表されたもの）を網羅することを昌的とし、「井伏鱒二著作年表稿（昭和18年～20年）」
（『岐阜大学教養部研究報告』21号）、「井伏鱒二著作年表稿（昭和14年～15年）」（『岐
阜大学教養部研究報告』22号）、「井伏鱒二著作年表稿（昭和14年～20年）補遺」（F兵庫
教育大学研究紀要』9巻）に続くものである（昭和12年分については、『兵庫教育大学研究
紀要』10巻に発表予定）。初出誌紙（もしくは初出単行本・叢書）の発行月日（奥付など
の記載による）Cl）の順に従って、初出未確認のものも含め、誘査しえた限りのものを掲出
した。
2．初出についての各事項は、標題（本文に付されているものによる）、初出誌紙（もしくは
初出単行本・叢書）の名称、初出巻号（初出が単行本・叢書の場合はその発行所）、発行
日付（奥付などの記載による）、掲載貢（p．の右に置いた数字によって部分貢を示した。
たとえば、P．1－3は起亘が1貢であり、終貢が3貢であることを示している）、．書誌的な解題、
の順に記した。なお、単行本・叢書が初出と推定されるものについても、初出の雑誌・新
聞と同様にここに掲出しているが、その際、単行本・叢書であることを『』に持って示
した。また、筑摩書房『増補版・井伏鱒二全集』（元版・昭和39年9月25日～昭和購年8月
30日、増補版・昭和49年3月20日～昭和50年7月28日）未収録のものを中心に、＊の後に分
量の少ないものについては全文を掲載し、いくつかのものについては内容祐介と短評を加
えた。
3．座談会・詩・アンケート回答などについては、標題のところに寒を付してその旨を記した。
4．本文の標題に付された副題などは、－で括って示した。
5．シリーズ名・欄名・特集名などで、本文・目次などに付されていても、副題とは見なしが
たいものは、＝で括って示した。
8．編者が補ったことばは＜　＞で括り、標題のないものは＜無題＞として掲出した。
7．（「、【】は原文にあるものをそのまま生かした。
8．席題・引用文の表記は、原則として、新漢字・旧仮名遣いに従った。
9．引用に当たって、新聞などで文末に読点を使用している場合も初出本文に従ったが、行末
の句読点が省略されていると推定されるものは、（）に入れて補い、また、くりかえし
符号は、同の字点「々」あるいは一ツ点「ゝ」に統一して、二字分以上のくりかえし符号
は用いなかった。
ー3－
10．初収録の単行本・叢書については、解題のところに記し、筑摩書房『増補版・井伏鱒二全
集』所収のものは、裸題の後にその収録巻数を丸数字によって示し、続けて、『井伏鱒二
自選全集』（新潮社・昭和80年10月10日～昭和81年10月20日）所収のものについては「自」
と付した丸数字によってその収録巻数を示した。また、上記全集以外の再録については、
解題で放れた初収録も含め、［］に入れた番号（2月こよって再録されている単行本・叢書
を示した。その際、主として、永田龍太郎縞『井伏鱒二文学書誌＜改訂増補版＞』（永田
書房・昭和80年5月30日）により、締着の目にとまった範囲内でそれを補ったが、『井伏鱒
二自選全集』所載のものは、同全集補巻所載松本武夫「書誌」に負った。
11．まえがき等で、『井伏鱒二文学書誌＜改訂増補版＞』に再録ざれているものは、標題の後
に★を付して示した。
12．初出誌紙などが不明のものも、今後の調査を待つ意味で掲出し、その情報の出所を記した。
′　その際、発表もしくは執筆年月日が推定できるものは、その推定月（年）の末尾に掲げた。
なお、？によって、当該事項が現物（及び写真・複製）未訝蜜のため不明であるか、ある
いは二次資料などによって推定したことを示した。
13．何回かに分けて掲載されたものについては、その初回のところに、掲載回数・再録書・解
題など全体にわたる事項を記した。
14．対象期間中に刊行された単行本・叢書の初版については、初出単行本・叢書として掲出した
ものも含め、【】で示して掲出し、その書誌的事項を言己した。各事項は単行本・叢書の
名称、編者・発行所・初版初刷の発行年月日、明記してあるものは発行部数、判型、目次
真数、本文真数、あとがき真数など（P．の左に置いた数字によって総真数を示した。また、
本文真数には申扉も数えた）、価格、明記してあるものは装丁・挿絵著名、の順に記し、
収録作品名（本文に付された療超による）を掃出した。また、．含著の場合は各々の作品名
・著者名も明示しておいた。なお、その際、初版初刷の見られなかったものについては、
◎を付して示した。
15．本年表稿は、前田貞昭・凌目広治・遠藤伸治・藤村琵・丸川浩「井伏鱒二著作年泉」。
（『井伏鱒二研究』・渓水社・昭和61年2月19日）の調査をもとに、遺漏・誤謬を補綴し、よ
り詳細な事項を加えて作成した。ア井伏鱒二研究』所収「井伏鱒二著作年表」作成の際に
は、『文芸年鑑』、小田切進縞『現代日本文芸総覧二全3巻補巻1（明治文献・昭和43年1月
25日～昭和48年8月25日）、永田龍太郎縞『井伏鱒二文学書詩』（永田書房・昭和47年8月
20日）、米田清一「解題」（筑摩書房F増補版・井伏鱒二全集』）、大越嘉七締「井伏鱒二
作品年譜」（『井伏鱒二の文学』・法政大学出版局・昭和55年9月15日）、涌田佑「書誌及
び文献を配した井伏鱒二年譜」（『私注・井伏鱒二』・明治書院・昭和56年1月25日）を調査
の基本とさせていただいた。そして、今回は、上記に加え、鳥越信F日本児童文学史年表』
2講座日本児童文学別巻2（明治書院・昭和52年8月25日）、福島鋳郎・大久保久雄『大東亜
戦争文学書誌』シリーズ大東亜戦争の記録1（日外アソシエーツ・昭和56年10月9日）、同
『戦時下の言論よ同2（同・昭和57年3月10日）、F全集・内容綜覚よ上下（日外アソシエー
ツ・昭和57年8月10日）現代日本文学績覚シリーズ1、『全集・作家名編覧』上・下同シリ
ーズ2（同・昭和57年7月10日）、青山毅指寺歌全集・内容綜党』上下同シリーズ6（同・昭
和83年2月20日）、松本武夫「書籍」（ア井伏鱒自選二全集』補巻）の訝蜜を利用させてい
ただいた。なお、一々すべてにわたって注言己しなかったが、上記諸年表と本年衷稿との異
一4－
同は、現物調査の結果、本年表稿において補綴したものである。
注棚　たとえば、「紙凧のうた」所載の『四季』43号は昭和14年1月号であるが、奥付の記載
に従って昭和13年12月20日として掲出した。
注C2）以下に、その番号、単行本・叢書の標題、発行所、発行年月日、の順に掲げる。なお、
現物未諦蜜のものについては、Xを付して示し、初版初刷以外で確認したものは＊を付し
て示した。
1．さざなみ軍記
2．隠者の唄　新小説選集11
3．禁札
4．蛍合戦　新選随筆感想著書
5．わが小説修業
6．随筆十五人　博浪沙
7．丹下氏邸　昭和名作選集11
8．短篇四十人集
9．請鵡
10．風俗　随筆集
11．さざなみ軍記　附ジョン万次郎漂流記
12．夏の弧　井伏鱒二随筆集1
13．おこまさん
14．山の宿　井伏鱒二随筆集2
15．風貌姿勢　井伏随筆集3
16．井伏鱒二集　新日本文学全集10
17．仲秋明月　詩集
18．仲秋明月　手職文庫
19．まげもの　現代文学選20
20．夏の狐
21．詩と随筆
22．井伏鱒二選集2　惑い仲間
23．井伏鱒二選集4　円心の行状
24．井伏鱒二選集5　多甚古村
25．かんぎし
26．井伏鱒二選集6　架空動物譜
27．井伏鱒二選集7　牡丹の花
28・多甚古村・貸間あり・普門院さん・其他
現代長篇小説全集15
29．井伏鱒二集
30．遥拝隊長
31・集金旅行・さざなみ軍記　創元文庫
32．厄除け詩集
33・本日休診・集金針子　現代日本名作選
河出書房
春陽堂書店
竹村書房
金星堂
厚生閣
伊藤書店
新潮社
厚生闇
河出書房
モダン日本社
河出書房
春陽堂書店
輝文飽
1938．4．21
1938．10．15
1939．3．20
1939．9．20
1939．10．18
1g39．11．25
1940．2．15
1940．3．18
1940．5．15
1940．6．17
1941．1．20
1941．3．21
1941．6．15　米
寿揚堂書店　　1鋼主11．20
春陽堂書店　　1942．2．18
改造社　　　　1銅2．9．1
地平社　　　　1942．9．20　＊
地平社　　　　1948．5．15　×
錬倉文庫　　　1948言0．15
三島書房　　　1947．2．15
河出書房　　　1948．5．10
筑摩書房　　　19購．8．20
筑摩書房　　　1948．11．25
筑摩書房　　　19購．12．15　×
近代出版社　　1949．2．20
筑摩書房　　　1949．2．25
筑摩書房　　　1949．7．10
春陽堂　　　　1950．6．30
新潮社　　　　1950．6．30
改造社　　　　1951．4．30
創元社　　　　1951．10．10
木席社　　　　1952．1．10　×
筑摩書房　　　ユ952言ユ．15
‾○‾
34．井伏鱒二作品集2
35．日本詩人全集8　昭和篇（3）
36．井伏鱒二作品集3
37．井伏鱒二集　現代日本文学全集41
38．日本現代詩大系9
39．集金旅行　角川文庫
40．さざなみ軍記　名作歴史文学選集
41．屋根の上のサワン　角川文庫
42．昭和詩集　昭和文学全集47
43．井伏鱒二集　日本文学全集32
44．厄よけ詩集
45．井伏鱒二集　愛蔵版現代日本文学全集70
購．井伏鱒二集　打アイア版昭和文学全集18
47．無心状
48．井伏鱒二名作集　少年少女現代日本学全集36
49．井伏鱒二集　現代の文学6
50．井伏鱒二集　現代文学大系43
51．場面の効果
52．井伏鱒二　日本の文学53
53．井伏鱒二集　日本文学全集41
54．井伏鱒二　日本文学全集22
55．井伏鱒二　現代日本文学館29
56．井伏鱒二・太宰治・木山捷平　日本短縮文学全集38
57．歴史への視点　全集現代の発見12
58．さざなみ軍記　新学社文庫
59．昭和詩集（一）　日本詩人全集33
60．井伏鱒二集
61．井伏鱒二
62．井伏鱒二集
63．井伏鱒二集
84．井伏鱒二・
65．井伏鱒二集
68．井伏鱒二
カラー版日本文学全集23
日本文学全集15
新潮日本文学17
日本文学全集24
上林噴集　現代日本文学大系65
日本現代文学全集43
日本文学全集15
67．さざなみ軍記
88．井伏鱒二集 日本現代文学全集41
69．井伏鱒二　日本の文学53　アイホ“リー八、’ッタス版
70．日本現代詩大系9　昭和期（2）
71．屋根の上のサワン　ジュニア版日本の文学
72．井伏鱒二集　筑摩現代文学大系44
73．井伏鱒二の自選作品　現代十人の作家4
－6－
創元社
創元社
創元社
筑摩書房
河出書房
角川書店
彰考館書院
角川書店
角川書店1
新潮社
国文社
筑摩書房
角川書店
新潮社
借成社
河出書房新社
筑摩書房
大和書房
中央公論社
集英社
新潮社
文芸春秋社
筑摩書房
学芸書林
新壷社
新潮社
河出書房新社
新潮社
新潮社
河出書房新社
筑摩書房
筑摩書房
新潮社
ほるぷ出版
集英社
中央公論社
河出書房新社
金の星社
筑摩書房
二見書房
1953．3．15　×
1953．5．30　×
1953．8．30
1953．12．20
1954．7．？　×
1954．9．20　×
1958．5．10
1956．12．1
1958．9．？
1960．5．20
1981．3．31
1961．11．？
1962．7．5
1963．12．25
1964．11．15
1965．10．8
1986．3．10
?
?
1988．10．15
1966．11．5
1987．5．12
19研．9．15　×
1967．11．1
1968．3．15　×
1968．8．10
1968．10．25　＊
1969．4．25　＊
1969．4．30
1969．10．30
1970．1．12
1970．4．20
?
1970．8．5
1970．11．1
1971．7．20　米
1972．12．1
1973．3．8
1973．3．？　×
1975．5．30　×
1976．1．9　×
1976．5．15
1978．8．30
74．厄除け詩集
75．さざなみ軍記
78．さざなみ軍記　文芸選書
77．さざなみ軍記
78．さざなみ軍記・ジョン万次郎漂流記　新潮文庫
79．昭和文学全集10
筑摩書房　　　1977．7．21
伸品社　　　　1980．5．25
福武書店　　　1983．1．20
枚るぷ出版　　1984．8．1＊
新潮社　　　　1988．9．25
小学館　　　　1987．4．1
何者己
多く日本近代文学館、国立国会図書館の資料によったが、池田文庫（財団法人阪急学園）、
神戸市中央図書飴、大阪府立中之島図書飴、神奈川近代文学館、彦根市立図書館舟橋皇一記
念文庫、東京新聞・中日新聞東京本社緒集局資料部の資料を園賀させていただいた。また、
岐阜大学付属図書館および兵庫教育大学付属図書館の利用者サービスの恩恵に浴したのはい
うまでもない。
林泉氏、山内祥史氏、鈴木真美氏ほか、多くの方々から各種の情報を提供していただいた。
機会あるごとに補掬していきたい。脱漏・誤謬などお気付きの点があれば、どんな些細な
ことでも、原を厭われず、〒673－14兵庫県加東郡社町下久米942・1兵庫教育大学音譜系教育
講座　　前田貞昭　までお知らせいただければ幸いである。
§昭和13年（1938）
1月
早春日記＝創作＝　①・自⑧【1．11．16．19．24．28．30．31．33．38．37．39．40．43．45．48．48．49．
50．52．53．54．55．57．58．80．81．84．85．86．67．88．8g．71．72．73．
75．76．77．78．79コ
文学界　　　　　＜再刊＞5巻1号　　　　　　　1月1日　　　　p．22－33
4月まで4回連載の第1臥『さざなみ軍記』（河出書房・昭和13年4月21日）に初収
録。
ミツギモノ＝創伸特集十六篇＝（②［2・7・23牒・34・37・58・82・83コ
新潮　　　　　　35年1号　　　　　　　　　　　1月1日　　　　p．110・122
『随巷の唄』新小説選集11（春陽堂書店・昭和13年10月15日）に初収録。
ー7・
明窓浄机＝若き人々へ／文学随想＝
著革　　　　　　14巻1号　　　　　　　　　　　1月1日　　　　p．122－123
欄名に「若き人々へ」とあるのは本文標題による。目次の欄名は「文学随想」とあ
る。＊「諸君の文学論に抵儀する煩雑を避け、余のことを申します。」から始まり、
読書する女性の美しい姿や、文学作品を読む必要を解く。
去年の今年
三十日（随筆雑誌）　　　　　　　　　　1月1日　　　p．i3
＊、「去年の今日はどんなことがあったか忘れた。」というのは、日記をつけていな
いからであるが、それは第一に、昨日今日の日記を読んでも不愉快であるし、かと
いって二十年後のために日記をつける気にもならないからである。また、「このご
ろ気持のいゝ日記機が手に入らないのも、その原因の一つである。」というところ
から、庶稿用紙の大きさに話題は移る。
＜無題＞＝重大時局下の国民の必読書　諸家回答＝　＊アンケート回答
日本読書新聞　　31号　　　　　　　　　　　　　　1月1日　　　　1面
見出し脇に「（一）重大時局下の国民に推薦したい新刊書／（二）推薦の理由」と
いうアンケート項目が掲げられている。＊「一、鴎外全集（只今刊行販売中）／二、
再読の必要ありと存じ候。」以上井伏回答全文。
車中所見・＊詩・⑨　自⑧［10．17．18．21．27．32．35．37．38．44．49．59．60．70．73．74コ
四季　　　　　　34号（昭和13年2月号）　　　　1月20日　　　p．34－35
r顎」と改題して『風俗』（モダン日本社・昭和15年8月17日）に初収録。
【火木土（版画荘文庫29）】
版画荘　　1月20日　　B6変型判　　　目次1P．本文56p．　　定価50銭
＜収録作品＞
西海日記　　　　p．5－　39
2月
烹電場＝短篇小説＝　壇「［2］
新女苑　　　　　2巻2号
おらんだ伝法金水 P．40－　80
2月1日　　　　p．338－346
挿絵・鈴木信太郎。末尾に「（完）」とある。『随巷の唄』新小説選集11（春陽
堂書店・昭和13年10月15日）に初収録。
早春日記（二）
文学界　　　　　＜再刊＞5巻2号
ー8－
2月1日　　　　p．77－90
心の眼と文章の眼
月刊文章　　　　4巻2号　　　　　　　　　　　　2月1日　　　　p．82－63
＊観察・感動・概念などの関わりを述べたエッセイ。注意を惹くのは最終段落に、
「しかしいま私たちに謀せられてゐることは、以上のやうな文章のことはともかく
も、私たちの不幸と社会的素材とを利用して、一大画期的な観察をすることである。
すなはち、大きく強く感じることである。私も文章のことなど舌足らぬ状態で話す
よりも、いまは痛切に社会的素材と人の足音に感じてゐたい。」とあることである。
さLでの磯＝随筆＝　電－。［現
モダン日本　　　9巻2号　　　　　　　　　　　2月1日　　　　p．37－38
本文東尾に「（於甲府）」とある。『蛍合戦』新選随筆感想叢書（金星堂・昭和14
年9月20日）に初収録。
夜店で掘り出した光琳の人物画【上】＝随筆＝　［4．12．20．26コ
読完新聞　第一夕刊　21937号　　　　　　　　　　2月25日　　　　4面
21日まで2回連載。「光琳の人物画」と改題して『蛍合戦』新選随筆感想叢書（金星
堂・昭和14年9月20日）に初収録。＊「せんだって私の友人青柳瑞穂君が新宿の夜店
で光琳筆の肖像画を買って来た。」珍品中の珍品である。入手の経緯と鑑定の結果
を記す。
夜店で掘り出した光琳の人物画【下】＝随筆＝
読売新聞　第一夕刊　21938号 2月26日′一　　　　4面
3月
仏壇の話　［8コ
月刊文章　　　　4巻3号　　　　　　　　　　　　3月1日　　　　p．択一95
本文末尾に「一一三・一・二九－」とある。月刊文章締集部縞『短篇四十人集』
（厚生閣・昭和15年3月18日）に初収録。＊「私」は、「愚妻」の買ってきた貧相な
仏壇が気に入らず、このことが夫婦喧嘩の種になっている。「非常に頑固な彼女と
すこしは頑固かもしれない私は、またもや仏壇のことで夫婦喧嘩をした。」「私」
が醤島に行っていた頃知合いになった青年が、その妻子の遺骨を預かってくれとの
依東を「私」が承知したにもかかわらず、「愚妻」が、昔年に無理に返してしまっ
たのである。
郷里風土記一広島一　拍］
文芸　　　　　　8巻3号　　　　　　　　　　　　3月1日　　　　p．172弓75
本文末尾に「（一月二十三日）」とある。『蛍合戦』新選随筆感想叢書（金星堂・
′
－9－
昭和14年9月20日）に初収録。＊郷里である広島県深安郡加茂村の風土や人情につい
て記し、さらに、一東京にいて故郷のことを思う心情を書いている。初期作品を回顧
して、東京での「生活もだんだんに粗雑になり、子供のときに親しんだ郷里の山川
草木を思ひだしたりするやうなこともあっ」て、「それが動機で私は田舎にあこが
れてゐるやうな小説を書き、なるべく自分をいたはってくれた人をモデルにして嘘
半分つきまぜたものを数篇書いてみた。したがって小説のなかの風景は空想化され
た私の郷里の風景に変形し、登場人物は私の子供のときの時代の古い風潮を帯びた
人物になった。」と述べている部分が注目される。
1
山桑を故郷に送る　＊詩
あらくれ　　　　6巻3車埠　　　　　　　　　　　　　3月1日　　　　　p．・23－24
本文末尾に「（二月三日夜）」とある。＊第1達が「三宅島神著村の浅沼悦太郎とい
ふ人は／三宅島　御念　式根の大元締／拙者に山桑の首一百本送ってよこし／拙者
が故山の間に穏ゑよと云った。」から始まる5達の散文詩。
猿と対噂する＝我が肉弾闘争記＝
オール読物　　　8巻3号　　　　　　　　　　　　　3月1日　　　　　p．20臣201
＊「中国山脈の深い渓谷にある山野鉱泉に行ったとき、渓流を渡ってゐると何びき
もの野猿が山からとび出して来た。」その時の体験を語る。
早春日記（三）＝創作＝
文学界　　　　　＜再刊＞5巻3号 3月1日　　　　　p．201－211
感想＝第六回芥川龍之介裳直木三十五黄決定発表＝
文芸春秋　　　　16巻4号　　　　　　　　　　　　　3月1日　　　　　p．354
P．352に昭和13年2月7日付け、「芥川・直木賞委員会」の名で、第6回（昭和12年下
半期）芥川龍之介賞が火野葦平に、直木三十五賞が井伏鱒二に決定し、「賞、時計
及び副賞金五百円」を贈呈する旨記されている。「直木三十五寛経緯」に久米正雄、
大仏次郎、小島政二郎、白井裔二、吉川英治、佐佐木茂索の選評が掲載。「芥川龍
之介賞．／直木三十五賞委員会小記」の内、直木賞関係記事には、「一、第六回直木
賞は、芥川寛と同時に文壇各方面に新人、無名、の優秀なる作品の推薦を求めたが、
自覚しき候補無き為、大仏、久米、菊池、佐佐木、小島（順不同）の各委員より井
伏鱒二を推薦候補とし、最近刊行されたFジョン・万次郎漂流記』及びFオール読
物』其他に掲載されたユーモア小説を以て、委員各自の審議を経ることゝなった。
／一、二月五日午後五時直木賞委員会を築地米田家に開く。白井、吉川、大仏、小
島、久米、菊池、佐佐木委員出席。井伏鱒二の『ジョン・万次郎漂流記ヱ其他に付
各自熱心なる意見交換の後、緒、井伏鱒二に極る。／一、二月七日、直木貴は遂に
井伏鱒二の『ジョン・万次郎漂流記』及び従来発表のユーモア小説に授賞と決定、
即刻之を発表した。」とある。井伏文はア解釈と鑑賞』嘘時増刊号・直木賞事典（42
巻8号・昭和52年6月5日）にも再録されている。＊「このたび直木賞を授与されるこ
40－
とになったのは欣快の至りであります。友人知己もたいへん喜んでくれました。詮
衝の端緒になった拙作『ジョン・万次郎』は、いはゆる実話ものでありますが、材
料は友人平野嶺夫から借りました。但し私の書くものは、実話ものであらうが、小
説であらうが、書く態度において区別がありません。あれはあの調子これはこの訪
子といふやうに、器用に態度をかへることができないので、『ジョン・万次郎』も
私の小説と同じやうに、べつに目新しいとこはありません。しかし万次郎氏の末孫
は立派に現存されてゐるために、私はなるべく控へめに書きました。その点、伸品
として喰ひ，たりないかもしれないと思ひます。j以上井伏全丸
隣邦人について（一）［4］
東京日日新聞　夕刊　22145号　　　　　　　　　　3月18日　　　　3面
3月20日まで3回連載。「隣邦人について」の題で、『蛍合戦』新選随筆感想叢書
（金星堂・昭和14年9月20日）に初収録。＊「事変このかた私は、寝てもさめても支
邦のことが念頭から敵れない。J「私の知ってゐる支邦人は」「貴意と郁達夫の二
人だけで」いずれも音信不通である。「しかし私は支那人の気持を知りたい一心で、
このごろ町内の支那蕎麦屋のコックの顔いろにも気をつけるやうになった。」そう
した日本国内に住む「支邦人」の隠された複雑な思いを措いた好随筆。
隣邦人に裁て（二）
東京日日新聞　夕刊　22146号
磯邦人に裁て（三）
東京日日新聞　夕刊　22147号
本文末尾に「（終）」とある。
3月19日　　　　3面
3月20日rh　　　　3面
4月
ねられんLや患動＝史実物語・第六回直木賞受賞者作品＝　［2］
オール読物　　　8巻4号　　　　　　　　　　　　4月1日　　　　p．274－290
本文標題に「史実／物語」と角書き。同右脇に「第六回直木巽受賞者作品」とある。
挿絵・吉田貫三郎。本文末尾に「（完）」とある。『随巷の唄』新小説選集11（春
陽堂書店・昭和13年10月15日）に初収録。＊「郷土史を縞甚するについて、残存す
る書類や断簡寸墨を取寄せて判読してゐる」中で、「私」は「長右街門口述誌」と
いう速記録を入手する。「この『長右街門口述語』といふ手写本は、備後刈光村の
百姓北山長右衛門五十七歳が陳述し、士族有田清範といふ本職の速記者がこれを筆
記したものである。明治十年、鹿児島の私学校の一党が西郷隆盛を摸して兵を挙げ、
熊本の鎮台を包囲した。この窺ぎは全国一般に衝動を与へたものと見え、私の郷里
である備後の辺鄭な片田舎にも、徒党をつくって良民をおびやかすアねられんLや』
といふ一団が起った。これを遺憾に思った石盤長右寵門は近隣の膏経木複を糾合し、
－11－
『ねられんLや』撲滅のため顧起した。しかし分別盛りの長右衛門五十七歳は、決
してさういふ騒ぎなど面白くて徒党を糾合したのではない。『ねられんLや』の窺
動が官に知れない間に、自分の郷土の体面のため独力でこれを取鎮めようとしたと
いふのである。」「私」が注釈を入れながら長右衛門の口述を記してゆく、という
スタイルで進められる作品である。「官」の手の外で、村の中に起こった異常事態
を解決しようとする長右衛門の姿勢に、当時の井伏の姿勢を窺うことができる。
末法時論＝創作・小説＝　［2］
中央公論　　　53年4月　　　　　　　　　　　4月1日‘　　創作p．20－47
本文末尾に「（完）」とある。『隠者の唄』新小説選集11（春腸壁書店・昭和13年
10月15日）に初収録。＊「荻窪のSSSロツヂといふアパー白　の住人たちの生態
を措いた風俗小説。
早春日記＝創作特車＝
文学界　　　　　＜再刊＞5巻4号　　　　　　　　4月1日　　　　　p．199－202
連載第4駄　本文末尾に「（この項終り）」とある。
見世物
改造 20巻4号　　　　　　　　　　　　4月1日　　　　　p．367－371
本文末尾に「（三月十二日）」とある。＊幼い噴見た　r見世物といひ芝居といひ甚
だ原始的な代物」の記憶について記す。芝居の方は堂勝五郎という演題の村芝居で、
見世物は学校で見た鯨、「鉄砲でとりたての一びきの弧」というのを見た。その次
には「寝小な人間」の見世物を見た。そうした幼い境の記憶と、見物する側の心理
についても記したものであるが、学校で見た盤と坤の記憶は強かったらしく、「貧
乏症」（琉摩書房『増補版・井伏鱒二全集』第10巻所収）にも、同じ題材が登場す
る。
自序　★
アさざなみ軍記』河出書房 4月21日　　　　前付けp．2－3
【さざなみ軍記】
河出書房　　4月21日　　四六判　　自序2p．本文228p．頒価1円30銭（鮮・台・樺・満
・北支　定価1円40鏡）　　装丁・井伏鱒二
＜収録作品＞
さざなみ軍記　　　　p．1－228
5月
女中対令嬢＝ユーモア小説＝　［2］
－12－
週刊朝月　　　　番の大衆読物号　　　　　　　　5月1日　　　　　p．189・178
挿絵・河野應思。本文末尾につ終】とある。『随巷の唄』新小説選集11（容揚堂書
店・昭和13年10月15日）に初収録。＊「花園女学院の卒業試験のとき、常識問題に
『桂庵について識れるところを記せ』といふ問題が出た。」その試験にカンニング
した二八の女生徒がいた。学校当局はそのことを秘密にしておいたが、生徒の間に
知れ渡り、そのことに屈辱を感じた二人は、桂庵の実地研究と称して、知らずに相
手の轟の女中に雇われる。そして、二人は、それぞれが自分の家の女中に金を持っ
て来るように要求する。約束の場所に二人は行くが、二人とも相手が自分の家に雇
われた女中だとは気づかない。
杉並区清水町＝わが界隈＝　　⑨［4コ
新潮　　　　　　35年5号　　　　　　　　　　　　5月1日　　　　　p．156－158
挿絵・妹尾正彦。ア蛍合戦』新選随筆感想叢書（金星堂・昭和は年9月20日）に初収
録。なお、初出誌には妹尾正彦の「杉並区清水町」と題するスケッチ（p．157）が付
されている。
孫＝創作＝　［13］
新日本　　　　1巻5号　　　　　　　　　　　　5月1日　　　　　p．97－103
挿絵・鈴木信太郎。本文東尾に「（四月十五日）j　とある。『おこまさん』（輝文
館・昭和18年6月15日）に初収録。＊「明治二年生れ」の「もうとつくのむかし人生
五十年といふ賂界を越えてしまJ　い、家族とて「孫の今年九歳になる男の子が一人
ゐるだけ」の老人が、遠慮しながら孫に接する己の姿を語ることによって、孫へゐ
愛情を間接的に語るという作品である。ここには、井肪自身の、早く父を失い祖父
に愛された体験が投影されていることはいうまでもあるまい。
ニュース映画＝随筆＝　［現
若草 14巻5号　　　　　　　　　　　　5月1日　　　　　p．88－89
『蛍合或』新選随筆感想叢書（金星堂・昭和14年9月20日）に初収録。＊「『南京ま
といふ実写映画の一場面に私の幼な馴染み山根福治上等兵が登場した。彼は満面に
こにこと笑ひながら、年のころ七つか八つくらゐの淋しさうな表情をした支那人の
子供の頭を撫でてゐた。」その場面から、かつて山根福治が幼い噴「伊勢のお獅子
の道化師に頭を撫でられた」情景を思い出し、その時の山根福治の心中と、映画で
山根福治に頭を撫でられている「支罪人の子供」の心中を重ね合わせて理解しよう
とする随筆。
ご近所のこと一十年間の思ひ出－
知性 1巻1号　　　　　　　　　　　　　5月1日　　　　　p．購－48
＊「十二年前、私がこの町内に来たときには、この一区画はまだ杉並区清水町とは
いはなかった。市外井荻村下井草といってゐた。家並みも私のうちの左右に四五軒
ならんでゐるだけで、豪の前後は広く打ちひろけた畑であった。それが今日では寛
一13－
全に宅地街になってゐる。しかも、十年前に御近所づきあひをしてゐた人たちは、
たいてい逝くなるか移転するかしてしまった。」「かういふ変転の多い環境は、自
分がいかにも慮り住まひをしてゐるかといふ感を誘発させるのである。」「ここに
は最早故郷がない。J
あしなが埠＝随筆＝　［4］
俳句研究　　　　5巻5号　　　　　　　　　　　　　5月1日　　　　　p．92－94
『蛍合戦』新選随筆感想叢書（金星堂・昭和14年9月20日）に初収録。＊「私のうち
1
の生垣には、夏になるとあしなが蜂が巣をつくる。」そのあしなが蜂の生態を記し
た随筆。
ハヂ・ムラート＝名作印象記・一最も印象的な名作中のシーン＝
新青年　　　　　19巻8号　　　　　　　　　　　　5月5日　　　　　p．281
目次には「名作印象記」とのみある。＊ハヂ・ムラートの最後の場面を印象的な場
面としてあげ、その場面について解説を加える。
同郷出身（一）
報知新聞　朝刊　22062号　　　　　　　　　　　　　5月25日　　　　3面
5月27日まで3回連載。F風俗』（モダン日本社・昭和15年6月17日）所収の「竹縄」
と題材に共通するところはあるが、別文。寒先代の綾川関が「私」の中学を訪れて、
以来、相撲熱が盛んになり、「いま東京相撲協会の監事検査役、竹縄といふ年寄」
となっている、当時の後輩藤田利一は「もう学校なんか止して力士になるといひだ
した。」その藤田利一の中学時代の思い出と、かれをめぐる同郷出身者のエピソー
ド、および「感動的な言葉をつかったり感激したりすること」を恥じるべきだとし
ていた学生時代の心境を言己す。
同郷出身（二）
幸睦口新聞　朝刊　22083号
同郷出身（三）
幸拍口新聞　朝刊　22064号
6月
璃嬉　［10］
新風土　　　　1巻1号
5月26日　　　　　3面
5月27日　　　　　3面
6月1日　　　　　p．11
『風俗』（モダン日本社・昭和15年6月17日）に初収録。＊「提醇紀談」という書物
に紹介された「塙福の夫婦愛に関する実話」を記す。
ー14－
八束・斐の川＝旅の手中占＝　⑨　［4．14．51］
婦人公論　　　　23年6号　　　　　　　　　　　　6月1日　　　　　p．258・281
本文末尾に「（四月二十一日）」とある。『蛍合戦』新選随筆感想貴書（金星堂・
昭和14年9月20日）に初収録。
湯島風俗　彊）自（①　［2．19．22．29．36．37．41．45］
サンデー毎日　　夏季特別号（17年28号）　　　　8月10日　　　　p．82－92
挿絵・小山内寵。本文東尾に【終】とある。『随巷の唄』新小説選集11（容顔堂書
店・昭和13年10月15日）に初収録。
盗難事件＝譜護小説＝　［2コ
オール読物　　　8巻8号（嗜喝増刊）　　　　　　8月15日　　　　p．472－485
挿絵・苫田貰三郎。本文末尾に「（完）」とある。『砥巷の唄』新小説選集11（春
揚堂書店・昭和13年10月15日）に初収録。＊小野寺風画伯が空き巣狙いに入られた
顛末を書いた現代小説。
7月
仏入マルロオ南部藩取訪問着＝創作＝　［3コ
新潮　　　　　　35年7号　　　　　　　　　　　　7月1日　　　　　p．40－49
ア禁札コ（竹村書店・昭和14年3月20日）に初収録。＊「このたび五凌廓の戦ひに、
幕府の軍艦回天艦に乗組みて、仏大差図役ニコルノルのセキレタリーズを相勤め、
傍ら幕軍陸兵の頭取をも勤めたるズワープ兵の下役」「マルロオ」に対する尋問者。
全縛「問」と「答」の問答によって構戎きれている。
寝不足の日
オール読物　　　8巻9号　　　　　　　　　　　　　7月1日　　　　　p．25車258
本文末尾に「（完）」とある。＊「私は徹夜した翌朝は一しきり不愉快になるのが
おきまり」で、「せんだっても私が徹夜した翌日の日曜日の朝」、「尋常三年生の
子供」に童話を読んでやっている表と夫婦喧嘩をする。一段落して魔に出てみると、
子供が玄関の外に情然と立っている。子供に与えた衝撃に釣りあわぬ夫婦喧嘩であ
ったことに気が滅入った　r私」は、旧友のところへ出かける。そして、とかく考え
ていたことも忘れ、すっかり上磯橡で帰ってきてしまう。
暑田君のタロ＝諷刺小説＝？②　自甘　［2．22．29．34．37．45．47．62コ
ユーモアクラブ？　　　　　　　　　　　　　　　　　7月1日？　　　　り
『東京朝日新聞』昭和13年6月6日付け朝刊第1面広告樹に掲出。また、『文芸年鑑』
1939年版（第一書房・昭和14年10月10日）の「新聞雑誌掲載目録」の「昭和13年分」
7月の項に「ユーモアクラブ」として掲出。筑摩書房『増補版・井伏鱒二全集』第2
弓5－
巻米田清一「解題」、F井伏鱒二自選全集』補巻松本武夫「書誌」も同様にあるの
に従った。『随巷の唄』新小説選集11（春陽堂書店・昭和13年10月15日）に初収録。
日記抄
東京朝日新聞　朝刊18761号　　　　　　　　　　　7月1日　　　　　7面
7月3日まで3回連載。＊「町内の徳川夢声氏宅へ将棋をきしに行」った記事などの、
簡単な日記的文章。
日記抄
東京朝日新聞　朝刊18782号
連載第2回。
日記抄
東京朝日新聞　朝刊18783号
連載第3回。
7月2日　　　　　7面
7月3日　　　　、7面
杉捷夫訳丁秋風記」＝近頃感銘の書（8）＝
読売新聞　朝刊　22075号　　　　　　　　　　　　　7月14日　　　　7面
＊「杉捷夫訳、モーパッサンのア秋風記』には、われわれと同様に日常の感激を失
った人間がたくさん現はれる。それが却って逆効果を見せてゐるやうで、たとえば
オブロモフを読む怠け者が、怠けてゐたたまれなくなるのと同じやうな効果を見せ
てゐる。作者には理想の高さが見えないのに、強く現はれるこの逆効果は作者の描
写力と技術的手腕によるものだらうと考へる。構成も雄渾である。（神田白水社発
行、一円五十銭）」。以上全文。
水害（一）　［4．28］
都新聞　朝刊18219号　　　　　　　　　　　　　　7月23日　　　　1面
7月25日まで3回連載。『蛍合戦』新選随筆感想叢書（金星堂・昭和14年9月20日）に
初収録。＊関西地方を襲った洪水の件から始まり、洪水への対策や墟防決壊の目撃
談などを記す。なお、「中島の柿の木」（『話』6巻11号・昭和13年10月1日）の素
材となったと推測されるエピソードなども含まれている。
水害（二）
都新聞　朝刊　18220号
水害（三）
都新聞　朝刊　18221号
本文末尾に「（完）」とある。
－16－
7月24日　　　　1面
7月25日　　　　1面
8月
出前持ち？　⑨　［4・26］
かむろ？
筑摩書房『増補版・井伏鱒二全集』9巻米田清一「解題」による。『蛍合戦』新選桂
等感想叢書（金星堂・昭和14年9月20日）に初収録。
『さざなみ軍記』の生れるまで＝創作過程の研究＝　［5コ
月刊文章　　　　4巻8号　　　　　　　　　　　　8月1日　　　　　p．42－44
月刊文章縞集部縞『わが小説修業よ（厚生闇・昭和14年10月18日）に初収録。
「『さゞなみ軍記』の制作方法」、「作中人物に対する愛着」、「史実と材料につ
いて」、「今後の発展について」、「伝説を生かしたい」に分けて、創作過程や今
後の見通しなどを語る。注目されるのは、第一に、「この軍記の史実材料は大場陸
軍少将に借り受けた。また、軍用語の選択や昔の用兵戦術や、部隊移動と部隊人員
の関係日数など、必要に応じすべて大場少将の指示に基いた。」という資料提供者
の問題、第二に、「私は続篇においてこの泉寺の覚舟を戦乱から逃避させ、丹波の
山奥の静かな環境に、悠々自適の生活をさせようと思ってゐる。主人公の少年公達
も覚丹の後を追ひ、丹波の山奥に隠遁させる筈である。あとに残った部下の兵卒ら
も、それぞれ路用をもらって山中にかくれ、彼等は落人として埋もれることになっ
てゐる。覚舟と主人公の少年公達は私の理想を托＿した生活にとりかかるが、彼等も
第三者から見ればやはり落人として埋もれてしまふのである。／私は覚舟と少年公
達の静かな生活を書く一方、帝都における権力者の動静を書き、大いに異なるこの
二つの環境を対比してみるつもりであ」り、さらには∴ていはゆる『鎌倉』は武家
政治を打ち立てるために源九部を殺し奥州を亡ぼす。そして有史以来まだ見たこと
もないやうな策をとり、雲客を各所に流し畏れ多いお方を四国に隠岐に流し奉るの
である。／私はそのときの庶民の呆然自失してゐる姿を書き、それに同情を寄せる
ことによって、一つの感覚を味はひたいつもりで」、「かねがね泉寺の覚舟は敵な
がら源九部の武力と人格を崇拝してゐたが、源九部の没落に際し覚舟はひとり奥州
へ旅立って行く。」という構想を述べていることである。
フジンタの滝＝水を想ふ＝　⑨　［4．14．51］
東京日日新聞　夕刊　22291号　　　　　　　　　8月12日　　　　5面
『蛍合戦』新選随筆感想著書（金星堂・昭和14年9月20日）に初収録。
山彦？
少女の友？　　　31巻9号（夏の喧嘩増刊・少女と祖国愛特革号）？
8月10日？　　　り
鳥越信『日本児童文学史年表2』講座日本児童文学別巻2（明治書院・昭和52年8月
25日）、『東京朝日新聞』昭和13年7月27日付け夕刊第1面広告欄による。
一17－
9月
松山におけるイワン＝読物＝　［9］
文芸春秋　　　16巻15号　　　　　　　　　　　9月1日　　　　　p．370－378
本文末尾に「（完）」とある。『鶏鵡』（河出書房・昭和15年5月15日）に初収録。
＊祖父に連れられて四国見物に行ったとき、赤痢の疑いをかけられた「私」は、松
山市立避難病院に入院する。たまたま同室には、イワンという「ロシア人の捕虜の
子」が入院しており、そこには、ロシアの捕虜たちが見舞いにやってくる。イワン
と「私」の交流、および捕虜収容所で、ロシア人将校と収容所との間に起こった帯
剣領置を措く。
山に行く＝六号雑記＝
文学界　　　　　＜再刊＞5巻9号　　　　　　　　　9月1日　　　　　p．283
＊「先日、本誌縞華部の式場君が、私に文学界の同人になれと云った∴それは式場
君の私案であるかとたづねると、私案ではない斯様しかじかの話であった幸語るの
で私は同人になると云った。かういう関係で今日はつひ先刻式場君から同人雑記を
書けといふ葉書が来た。まあ私は都合のつき次第、この前この雑誌に連載したア早
春日記』の続憲を書きためて、いづれ誌面の都合のいいときに連載してもらひたい
と思ってゐる。私自身に関してはそれよりほかには差しあたり何の希望もない。」
という同人加入の経緯と、甲州石和の寺か、御坂峠の茶屋で長い原稿を書く予定を
記す。なお、「文学界後記」は「同人新加入たっいて」と遷して、河上徹太郎が井
伏ら8人の同人新規加入の件を報じている。
縁台将棋＝随筆・短篇珠玉集＝　［10］
オール読物　　　8巻11号　　　　　　　　　　　　9月1日　　　　　p．104－105
本文末尾に「（完）」とある。ア風俗よ（モダン日本社・昭和15年6月17日）に初収
録。なお、『風俗』所収本文末尾には「（十三年七月）」とある。＊縁台将棋が生
活の中に占める風情を指摘し、さらに、阿佐ヶ谷将棋会などの自己の将棋にまつわ
るエピソードを記す。
日記四日間
新潮
田植の唄
若草
35年9号　　　　　　　　　　　　9月1日　　　　　p．118－120
日次には「日記四日」とある。本文末尾に「（七月十三日夜）」とある。＊七月十
日、十一日、十二日、十三日の日記。それぞれ来信、来客、執筆原稿などについて
記す。
14巻9号　　　　　　　　　　　　9月1日　　　　　p．14－22
＊五年前の夏、鮎釣りの帰途、甲府市内の千畳世という鰻屋で親切な女中に出会っ
－18－
た「私」たちは小間物屋から買ったいくつかの晶をチップ代わりに送った。ところ
が、昨年の夏、甲府市内の古奈星という旅館の温泉に入ったところ、「私j　は、そ
の女中が客と一緒に入裕しているのを目撃する。その翌日、「赤沢といふ部落の煙
草屋兼旅人宿ときわ屋」という宿に着き、ときわ屋が酌に呼んだ村の娘たちの田植
唄を聞いた。
土用芽＝新秋随筆＝　［10コ
大陸　　　　　　1巻4号　　　　　　　　　　　　　9月1日　　　　　p．2舶－225
本文末尾に「（七月十一日）」とある。『風俗』（モダン日本社・昭和15年8月17日）
に初収録。＊「私」は「晩夏になって見る潤美樹の土用芽」を好み、大量に新芽を
出すように庭木の枝をおろす。その結果、「私のうちの正面は裏口のやうに見え」、
「私のうちの入口には門も門柱もなく、私自身の気棒では庵宝になぞらへたつもり
だが、他人には隣宅の裏口に見えるといふ。」そのため、「私」のうちを訪れる客
人に「間の憩い思ひをさせ」てしまった二つの事件を記す。
峠の茶屋　［6コ
博浪沙（月刊随筆）
3巻2号　　　　　　　　　　　　　9月5日　　　　　p．7－9
本文末尾に「（八月十日）」とある。F随筆十五人（博浪沙）』（伊藤書店・昭和
14年11月25日）に初収録。＊御坂嘩頂上の茶屋で仕事をしている「私」の見聞を記
す。
10月
続さざなみ軍記
文学界　　　　　＜再刊＞5巻10号　　　　　　　　10月1日　　　　p．98弓09
＊冒頭に「寿永二年の軋　平家の一門は帝都を逃がれて筑紫に亡命した。そして潮
くにして勢ひを盛りかへし一ノ谷に城砦を築いたが、源九郎の一撃に遭って屋島に
逃走した。この『続さざなみ軍記』といふ物語は、平家某といふ少年公達の書きの
こした一種の逃亡記である。私はそれを次のごとく現代語に書きなほした。魁しこ
の物語は、拙著『さざなみ軍記』の続鴛に該当するものである。」とある。寿永三
年「四月四日」「四月五日j r四月六日」「四月七日」r四月八日」r四月九日」
「四月十日」と、　r　月　日」とする日付不載の日記。
山上風景語＝諷刺小説＝　［3コ
オール読物　　　8巻12号　　　　　　　　　　　　10月1日　　　　p．332－349
本文標題に　r諷刺／小説」と角書き。挿絵・富田貫三郎。本文末尾に「（完）」と
ある。『禁札』（竹村書店・昭和14年3月20日）に初収録。＊御坂峠頂上の天下茶屋
は、茶店を兼ねた旅宿である。「画家の小野寺杉風先生はこの茶屋の二時に止宿し
－19－
て、やがて秋冷になり全山紅葉して来るのを静かに待ってゐた。」ところが、妙齢
の美女が崖から落ちたことで、その美女をめぐって一恵動が持ち上がる。
中島の柿の木＝花形作家の得ダネ実話革＝　②　［3．22］
話　　　　　　　6巻11号　　　　　　　　　　　10月1日　　　　p．398－407
本文末尾に「（完）」とある。『禁札』（竹村書店・昭和14年3月20日）に初収録。
薬屋の雛女房＝ユーモア読物特革＝　［3コ
婦人公論　　　　23年10号　　　　　　　　　　10月1日　r p．310－320
挿絵・吉田貫三郎。『禁札』（竹村書店・昭和14年3月20日）に初収録。＊「横浜の
完回堂といふ薬局の若い嫁さんは、嫁に来た当日から近所の人たちに雄女房といふ
評判をたてられた0　ところがこの鴇女房はとんで皐ない手落ちをした。近所に引つ
感’して来た田沢といふ若夫婦に、ついうっかりパピナールを売ったのである。」そ
のため、再三田沢にパビナールを完るように強要されて困惑する某女房と、やがて、
入院した田沢およびその妾との交流を描く。
腹の虫＝随筆＝
新女苑　　　　　2巻10号　　　　　　　　　　　10月1日　　　　p．258－259
本文末尾に「（八月十七日）」とある。＊「いま私は御坂峠頂上の茶店の二階に止
宿してゐる」。「二階の窓から見える崖ぎは」に山百合や姫百合の花が植えてある。
それは、「私が窓から見て楽しむため、宿のおばあさんが三ツ峠から採取してきた
ものを大事に植ゑて置いたのである。」ところが、バスの乗客である数人の令嬢が
運転手に命じて、むしりとってしまった。その時の腹立ちと「この宿の尋常三年に
なる女の子」の心遣いを記す。
二百十日＝秋灯随筆＝　［10コ
知性 1巻8号　　　　　　　　　　　　10月1日　　　　　p．19－21
『風俗』（モダン日本社・昭和15年6月17日）に初収録。『風俗』所収本文東尾には
「（十二年、甲州御坂上、峠の茶屋に）」とあるが、「十二年」というのは「十三
年」の誤りであろう。＊「八月三十一日夜の記」および「九月一日午前中の記」。
「さきほど富士山麓の測候所が、風雨強かるべLとの警報を出した。」「私」が一
カ月前から滞在している「山上の宿」での、その二百十日の暴風の模様と翌日の景
色を記す′。
御坂上＝山上風物詩＝？　⑧　［4．14．26］
ユーモアクラブ9　　　　　　　　　　　　　　　　10月？
『東京朝日新聞』昭和13年9月17日付け朝刊第1面広告欄、筑摩書房『増補版・井伏
鱒二全集』米田清一「解題」による。ア蛍合戦ご新選陣筆感想叢書（金星堂・昭和14
年9月20日）に初収録。『蛍合戦』所収本文末尾には「（八月八日）」とある。
ー20－
上山通信＝通信文学＝　［4．14コ
文芸 6巻10号　　　　　　　　　　　10月1日　　　　p．322－325
本文末尾に「（八月二十九日）」とある。『蛍合戦』新選随筆感想著書（金星堂・
昭和14年9月20日）に初収録の際、「山上通信一永井龍男に宛てた通信－」と改題。
初出では、本記事に続いて永井龍男の「別府・暴風・漠口」という返信に当たる文
章が掲載されている。＊御壕峠に滞在している「私」の日常と茶屋の家族たちの様
子や、「天狗を主人公にして」書こうとしている小説について記す。
＜無題＞＝名士回答・日清日露世界戦争当時何をしてゐたか？＝＝．＊アンケート回答
モダン日本　　　9巻12号　　　　　　　　　　　10月1日　　　　p．216
＊「日露戦役のときには、郷里の生家において幼児であった。アアムール河の流血
や、云々ノ』の歌を兄貴が桃の木の下でうたってゐたのを微かに思ひ出します。欧州
大戦の時には、中学の寄宿舎にゐた。」以上井伏回答全文。
【隠者の唄（新小説選集11）了
春陽堂書店　　　10月15日
代へて）8p．　定価1円30銭
＜収録作品＞
雨の音
掬漠の桟三郎
岩田君のクロ
「槌ツア」と「九郎ツア
ン」は喧嘩して「私」は
用語について感関するこ
と
黒ん坊
休憩時間
ミツギモノ
四六判
?????? ?????
．???
??????．??
?????
?
p．51－　62
p．63　－　89
p．91－　104
p．105　－　126
冒次には、「芋槌ツアコ　と　ア九郎ツアンヱ
日次2p．本文334p．「臆巷の唄」（「顕に
女中対令嬢　　　　　　P．127
盗難窺動　　　　　　　P．153
湯島風俗　　　　　　　p．173
ねられんLや窺動　　p．199
窪琶塀　　　　　　　　p．221
素朴吟味　　　　　　　p．237
おらんだ伝法金水　　p．287
末法時論　　　　　　　p．289
膳巷の唄　　　　　　　p．335
?????????????? ??????????????? ????】??
は喧嘩して私は用語に放て煩悶すること」
とあるが、本文標題に従って掲出した。また、目次には「随巷の歌（序に代へて）」
とあるが、中屋および柱には　r攻に代へて」とあり、本文襟題が「随巷の唄」とあ
るのに従った。「随巻の唄」は、これ以降は「寒夜母を思ふ」の標題になっている。
11月
お地蔵さま＝三大読切傑作小説・現代小説＝［3コ
現代　　　　　19巻11号　　　　　　　　　　11月1日　　　　p．180－173
挿絵・小谷艮徳。『禁札』（竹村書店・昭和14年3月20日）に初収録。アお話の木』
（1巻2号・昭和12年8月1日）に初めて発表された同溺作品とは別文。ネ「私」が幼
－2ト
い噴、従兄の関心を引くためにお地蔵さまの膚に乗ったこと、また、最近、「私の
生家の隣り近所では、新しいお地蔵さまの首が折れたといふので大騒ぎがあった」
などという、郷里のお地蔵さまにまつわるエピソードを綴る。
九月十三日　［4．1現
文体 1巻1号　　　　　　　　　　　　11月1日　　　′　p．9－12
本文末尾に　r（九月十三日）」とある。『蛍合戦』新選随筆感想叢書（金星堂・昭
和14年9月20日）に初収録。＊「XXX日蓮講」と書いた犀を、出征兵士のそれと見
誤って「万歳」と声をかけてしまった話、学校時代の友人の腹違いの弟が戦死した
のだが、そのことを誰にも言えずにいる、その友人の父親の話などを記す。
四つの湯槽＝連載ユーモア小説【第一回】＝　［13．25．28］
週刊朝日　　　　34年22号　　　　　　　　　　　11月8日　　　　p．36－37
本文末尾に「【次号へ続く】」とある。挿絵・吉田貫三郎。34年25号まで4回達哉。
『おこまさんま（輝文飴・昭和18年6月15日）に初収録。なお、『かんぎし』（近代
出版社・昭和24年2月20日）に再録の際、「かんざし」と改題。＊ある温泉宿で、
湯槽のなかに金轡が落ちていたために、戦傷兵の納村が足に怪我をする。気難しが
り屋の片田江先生、長期滞在中で入浴客の古参株の広安の若旦那、といった温泉宿
の滞在客たちの入間模様を、友納の怪我をきっかけに描く。
四つの湯槽＝連載ユーモア小説【第二回】＝
週刊朝日　　　　34年23号
本文東尾に「【次号へ続く】」とある。
四つの蕩稽＝連載ユーモア小説【第三回】＝
週刊朝日　　　　34年24号
本文東尾に「【次号へ続く】」とある。
四つの湯槽＝連載ユーモア小説【完結】＝
週刊朝日　　　　銅年25号
本文東尾に「（完）」とある。
11月13日　　　　p．38－37
11月20日　　　　p．30－31
11月27日　　　　ト28－27
［11月執筆か？］
大正池→『風俗』（モダン日本社・昭和15年6月18日）所収本文末尾に「（十三年十一月二十
六日）j　とある。一部にほぼ同趣旨の文が「大正池」として発表されてし、るが（『博浪沙通
信』2巻2号・昭和12年2月15日）、これとは別文と考えられる。
12月
一22－
三好達治／夜沈々＝ブックレヴュー「夜沈々」（三好達治）＝
文学界　　　　　＜再刊＞5巻12号　　　　　　12月1日　　　　p．207－208
＊「僕は君の『夜淡々』のブックレヴユウを受持ったが、ブックレヴユウも筆者が
作家と対談して、その談話を筆記してそれに代えて惑いといふ法はないだらう」と
いうことから始まる、「三好（櫨）」と「僕」（井伏）との問答体での書評。
私事二件
文体 1巻2号　　　　　　　　　　　12月1日　　　　p．47－50
本文末尾に「（十月三十日）」とある。＊「今年九歳になる子供をつれ、先日」甲
州へ行った話、中村地平の歓送会の席上で、肋間神経痛に苦しんでいたのを悠然た
る態度をとっていると誤解された話を積る。
二つの作用
現代 19巻12号　　　　　　　　　　　12月1日　　　　目次裏
＊「笛吹川の上流の片田舎に泊った」おりに腹痛を覚えた体験から、旅の際には
デ錠剤わかもと』を用意すべきだとの教訓を得た、という趣旨の宣伝文。
貧乏生活やりくり話の会　＊座談会
話　　　　　　6巻13号　　　　　　　　　　　12月1日　　　　2．220－232
出席者、内田百問・武林無想庵・井伏鱒二・長山正太郎・古居七三郎。以下に小見
出しを掲げる。「清賓とは何ぞや」、「賓乏は全快しない」、「貧乏だけで自殺は
出来ぬ」、「よろづ案内の高利貸」、「差押へなら文句がある」、「旅費がなくて職
工になる」、「貧乏の神様」、「無想庵放浪記」、「貧乏ならでは味はえぬノ＼情」、
「旗日を二つ持って歩くのは貧乏人だ」、「膏問先生はひがんでゐる」、「高利貸
しを口説いてみたい」。
紙凧のうた　＊詩　［10．17．18．21．27．32．37．軋載．60．習］
四季　　　　　　43号（昭和14年1月号）　　　12月20日　　　p．28－29
ア三田文学』昭和3年11月1日初出「粗吟断章」中の「紙凧のうた」の再録。
「ふるさと紀行」と「市井集」
読売新聞　第1夕刊
22242号　　　　　　　　　　　　12月29日　　　10面
＊上泉秀信著『ふるさと紀行』と浅見淵著『市井集』との書評。
［昭和13年執筆か？］
ランニング→ご風俗二（モダン日本社・昭和15年腔は8日）所収本文東尾に「（十三年秋）」
とある。
－23－
